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家
庭
で
話
そ
う
！　

　
我
が
家
の
ル
ー
ル
・
家
族
の
き
ず
な
・
命
の
大
切
さ

�

岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル　
入
選
作
品
の
紹
介

　
今
年
度
の
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
行

詩
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
小
学
生
の
部
に
は
28
校
か
ら
3

3
８
点
、
中
学
生
の
部
に
は
12
校

か
ら
3
８
２
点
、
一
般
の
部
に
は

29
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
１
０
3
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
優
良
賞

の
上
位
三
賞
（
計
15
点
）
は
、
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
12
月
3
日
（
日
）

に
開
催
予
定
の
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
年
次
表
彰
式
で
表
彰
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

小
学
生
の
部

小
学
生
の
部

�

（
3
3
8
点
）

 ★
最
優
秀
賞

　
北
上
市
立
笠
松
小
学
校

�

3
年　
髙
橋　
杏
珠

「
も
う
パ
パ
と
い
っ
し
ょ
に
ね
て

　

あ
げ
な
い
。」

わ
た
し
が
お
こ
る
と
言
う
言
葉

朝
に
は
な
ら
ん
で
ね
て
る
け
ど
。

 ★
優
秀
賞

　
花
巻
市
立
大
迫
小
学
校

�

２
年　
藤
根
常
大
朗

ぼ
く
が
わ
ら
う
と　

　

み
ん
な
が
わ
ら
う

き
も
ち
が
い
い
な
。

え
が
お
が
い
っ
ぱ
い　

き
も
ち
が
い
い
な
。

 ★
優
秀
賞

　
盛
岡
市
立
山
岸
小
学
校

�

６
年　
茅
森　
蒼
太

平
日
の

め
ざ
ま
し
時
計
は

母
の
声

休
み
の
朝
は

ぼ
く
が
ア
ラ
ー
ム

 ★ 
優
良
賞

　
盛
岡
市
立
山
岸
小
学
校

�
６
年　
及
川　
大
成

い
の
ち
必
ず
終
わ
り
は
来
る
。

い
の
ち
あ
る
う
ち
後
悔
な
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
。

苦
し
く
て
も
笑
顔
で
ち
ょ
っ
と

　

ふ
ん
ば
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
！！

 ★ 

優
良
賞

　
盛
岡
市
立
本
宮
小
学
校

�

3
年　
畠
山　
壱
榎

妹
が
ず
る
が
し
こ
く
て

は
ら
が
立
つ

で
も
こ
ま
っ
て
い
る
と

た
す
け
た
い
。

 ★
奨
励
賞

　
盛
岡
市
立
大
新
小
学
校

�

3
年　
鈴
木　
直
翔

　
花
巻
市
立
八
重
畑
小
学
校

�

１
年　
伊
藤　
結
愛

　
一
関
市
立
黄
海
小
学
校

�

3
年　
太
齊　
優
人

中
学
生
の
部

中
学
生
の
部

�

（
3
8
２
点
）

 ★
最
優
秀
賞

　
盛
岡
市
立
上
田
中
学
校

�

3
年　
鈴
木　
　
航

毎
試
合
必
ず
聞
こ
え
て
く
る
応
援

練
習
の
送
り
む
か
え

５
年
間
、
1
人
で
続
け
て
き
た

　

わ
け
じ
ゃ
な
い

 ★
優
秀
賞

　
盛
岡
市
立
城
西
中
学
校

�

２
年　
工
藤　
擢
翔

「
何
か
た
べ
た
い
」
毎
日
母
に

　

僕
は
言
う

も
う
つ
な
ぐ
こ
と
の
な
く
な
っ
た

　

母
の
手
で

に
ぎ
っ
て
く
れ
る
お
に
ぎ
り
が

毎
日
の
お
や
つ　

心
の
栄
養

 ★
優
秀
賞

　
陸
前
高
田
市
立
高
田
第
一
中
学
校

�

3
年　
矢
作　
琴
葉

言
い
合
い
に
な
る
事
も
あ
る
け
ど

い
つ
も
人
の
心
配
ば
か
り
す
る

そ
ん
な
母
の
よ
う
に　

私
は
な
り
た
い

 ★
優
良
賞

　
北
上
市
立
北
上
中
学
校

�

3
年　
菅
原　
絆
生

わ
か
っ
た
よ

自
分
の
名
前
に
込
め
ら
れ
た

両
親
の
願
い　

そ
の
意
味
を

作品ひとつひとつをじっくり読ませていただきました
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と
し
て
描
け
そ
う
な
も
の
や
は
っ

き
り
想
像
で
き
そ
う
な
作
品
が
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
作
品
を
声

に
出
し
て
読
ん
で
み
る
と
、
文
字

と
し
て
見
た
時
と
の
変
化
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
違
っ
た
良
さ
に

気
付
く
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

【
今
後
に
期
待
す
る
こ
と
】

　
改
め
て
、
三
行
詩
と
い
う
短
い

文
章
の
中
で
、
家
族
の
日
常
や
家

族
に
伝
え
た
い
思
い
等
を
い
か
に

表
現
す
る
か
を
意
識
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
単
に
そ

の
表
現
し
た
い
日
常
や
思
い
を
文

章
で
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
日
常
や
思
い
に
ふ
さ
わ
し
い
言

葉
や
表
現
方
法
を
選
び
、
吟
味
す

る
こ
と
が
、
よ
り
読
み
手
の
心
に

響
く
三
行
詩
の
作
品
に
つ
な
が
り

ま
す
。

 ★
優
良
賞

　
陸
前
高
田
市
立
高
田
第
一
中
学
校

�

3
年　
村
上　
暁
斗

「
あ
り
が
と
う
」

喉
の
奥
に
引
っ
か
か
っ
た
ま
ま

　

出
て
こ
な
い

反
抗
期
の
自
分
デ
ス

 ★
奨
励
賞

　
陸
前
高
田
市
立
高
田
第
一
中
学
校　

�

3
年　
鶴
嶋　
祐
成

　
陸
前
高
田
市
立
高
田
第
一
中
学
校

�

3
年　
佐
々
木
永
遠

　
陸
前
高
田
市
立
高
田
第
一
中
学
校

�

3
年　
熊
谷　
琉
花

一
般
の
部

一
般
の
部

�

（
１
0
3
点
）

 ★
最
優
秀
賞

　
花
巻
市
立
花
巻
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

村
木　
由
香

人
混
み
避
け
て　

自
然
求
め
て

　

行
っ
た
車
中
泊

四
人
で
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ　

文
句
を

　

言
っ
て
て
も

家
族
は
や
っ
ぱ
り　

密
が
い
い
ね
。

 ★
優
秀
賞

　
盛
岡
市
立
河
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

髙
屋
敷
理
恵

「
早
く
大
き
く
な
っ
て
」

が
、
い
つ
の
ま
に
や
ら

「
も
う
少
し
子
供
の
ま
ま
で
い
て
」

親
も
け
っ
こ
う
わ
が
ま
ま
で
す
ね

 ★
優
秀
賞

　
花
巻
市
立
八
重
畑
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

晴
山　
春
佳

娘
と
眠
る　

父
親
の

嬉
し
そ
う
な
表
情

「
今
だ
け
だ
か
ら
」
と

８
年
経
っ
て
も　

言
っ
て
い
る

 ★
優
良
賞

　
奥
州
市
立
岩
谷
堂
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

澁
谷　
玲
奈

給
食
の
牛
乳
嫌
い
な
は
ず
な
の
に

残
さ
ず
飲
む
訳
聞
い
て
み
た

「
牛
さ
ん
に
も
う
し
わ
け
な
い

　

で
し
ょ
」

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

６
歳
息
子
に
教
え
ら
れ

 ★
優
良
賞

　
宮
古
市
立
新
里
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

澤
口　
嘉
治

捨
て
ず
に
出
て
き
た
通
信
簿

似
た
り
寄
っ
た
り　

　

う
れ
し
は
ず
か
し

や
っ
ぱ
り
父
娘
。

 ★
奨
励
賞

　
花
巻
市
立
若
葉
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

阿
部
山
麻
里
江

　
花
巻
市
立
八
重
畑
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

晴
山　
竜
弥

　
奥
州
市
立
岩
谷
堂
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

髙
野　
　
渉

　
奥
州
市
立
岩
谷
堂
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

田
中　
　
香

　
一
関
市
立
黄
海
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

後
藤　
純
一

　
九
戸
村
立
伊
保
内
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

平
中　
幸
子

審
査
委
員

岩
手
県
小
学
校
長
会
副
会
長

�

和
田　
　
英
氏
（
委
員
長
）

岩
手
県
中
学
校
長
会
常
任
理
事

�

久
慈　
　
孝
氏
（
委　
員
）

学
識
経
験
者

�

菊
池　
敏
宏
氏
（
委　
員
）

岩
手
県
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯

学
習
文
化
財
課
社
会
教
育
主
事

�

阿
部　
貴
弘
氏
（
委　
員
）

岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会　
長�

山
下　
泰
幸
氏
（
委
員
）

副
会
長
（
研
修
委
員
長
）

�

向
井　
　
隆
氏
（
委
員
）

副
会
長
（
母
親
委
員
長
）

�

山
口　
真
樹
氏
（
委
員
）

講
評

審
査
委
員
：

岩
手
県
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯

学
習
文
化
財
課
社
会
教
育
主
事

�

阿
部　
貴
弘
氏

【
優
れ
て
い
た
と
こ
ろ
】

　
日
常
の
中
で
の
何
気
な
い
家
族

と
の
や
り
と
り
や
会
話
の
情
景
が

浮
か
ん
だ
り
、
様
々
な
心
の
内
側

を
表
し
た
文
章
が
心
に
響
い
た
り

す
る
作
品
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
小
学
生
の
部
で
は
素
直
な

気
持
ち
を
表
現
し
た
作
品
、
中
学

生
の
部
で
は
家
族
の
支
え
へ
の
気

付
き
を
表
現
し
た
作
品
、
一
般
の

部
で
は
子
ど
も
の
成
長
へ
の
喜
び

を
感
じ
る
半
面
、
寂
し
さ
も
感
じ

る
な
ど
複
雑
な
胸
の
内
を
表
現
し

た
作
品
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
三
行
詩
と
い
う
短
い
文
章
の
中

で
、
言
葉
の
選
択
、
表
現
の
工
夫

が
光
る
作
品
が
多
く
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
作
品
に
審
査
員
一
同
感
情

が
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
作
品
か
ら
応
援

さ
れ
る
よ
う
な
感
覚
さ
え
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
詩
の
内
容
が「
絵
」

作品を並べての最終選考です


